
事業概要

1　 勤務実態改善計画と は

２ 　 何を書けば良いのか
（ １ ） 自校の現状分析

（ ２ ） 本年度取り 組む重点テーマを1つ決める

（ ３ ） 重点テーマに沿った具体的取組内容

（ ４ ） 計画の検証、 修正
　 重点テーマで定めた目標の進捗状況はどう か、 取組の追加・ 修正が必要ないか検証を行います。 必要なら数値目標自体を修正しても 構いません。 検
証の頻度は学期ごと 、 も し く は半期ごと に行い、 目標を立てっぱなしにせず、 年度内に1回以上の検証を行いまし ょ う 。

こ の事業ででき る こ と 適切な勤務実態改善計画を作成でき る

　 「 勤務実態改善計画」 は、 各学校の業務改善の指針と し て毎年度取組内容の点検・ 見直し を依頼し ています。
　 給特法等一部改正法によ り 、 各服務監督教育委員会は「 教育職員に関する業務量管理・ 健康確保措置実施計画」 を策定・ 公表が義務付けら れたこ と
から 、 各学校においては、 所管の教育委員会の実施計画に即し た内容と なる よ う 、 各学校の取組内容の点検・ 見直し をお願いし ます。

　 まずは、 現状分析を行い、 実態把握から始めまし ょ う 。 極力数値やデータ を活用し て、 よ り 具体的な課題の洗い出し を行います。

　 次に、 データ を元に特に取り 組みたい重点テーマを1つだけ決めます。 テーマを絞る代わり に数値目標を定めて検証と 改善を繰り 返し 、 確実に業務
改善を積み重ねまし ょ う 。

　 重点テーマが決まったら 、 具体的取組内容を決めていき ます。 管理職が行う こ と 、 職員が行う こ と 等、 取組を行う 主体を分けて様々な視点から 取
組内容を検討し てみてく ださ い。 また、 『 やる こ と 』 だけでなく 『 やら ないこ と 』 を決めておく のも 良いと 思います。

HP等詳細掲載場所 HP等への掲載なし

勤務実態改善計画の策定
困り 、 負担に感じ ている こ と 勤務実態改善計画で何を書く べきか分から ない。 作っても 実効性が伴う か分から ない。
県教委担当部署（ 連絡先） 教育人事課（ 0 9 7 -5 0 6 -5 4 1 9 ）

（ 書き出すデータの例） ・ 児童生徒数 ・ 学級数 ・ 職員数 ・ 職員の年齢構成（ 平均年齢） ・ 分掌数 ・ 部活動数や昨年度実績 ・ 学校

行事予定 ・ 前年度時間外在校等時間 ・ 前年年休取得時間 ・ 集団分析結果（ 所見等） ・ 健康診断受診率 ・ ス ト レスチェッ ク 受診率

（ 重点テーマ例） ・ 職場内会議等の見直し ・ 時間外在校等時間の縮減 ・ ICTを活用し た業務改善 ・ 年休取得日数の増加

（ 取組内容例） ・ 会議資料の紙配布廃止 ・ 電話の時間外応答は留守電 ・ 部活動練習時間の短縮 ・ 年休取得計画の作成
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